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◇
農
政
問
題
に
つ
い
て

【
質
問
】
民
主
党
が
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済

連
携
協
定
）、
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易

協
定
）
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
も

不
安
を
大
き
く
し
て
い
る
。
コ
メ
の
再
生

産
を
保
障
し
、
新
所
得
補
償
制
度
を
確

立
し
輸
入
の
野
放
し
を
許
さ
な
い
、
国

民
的
世
論
と
運
動
を
広
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
そ
の
認
識
は
。

【
市
長
】
個
別
所
得
方
式
を
掲
げ
な
が

ら
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
認
可
し
て
い
く
と
い
う
形

を
と
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

【
質
問
】
ア
ス
パ
ラ
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
回
示
さ
れ
た
３
ヶ
年
計
画
で
は
、
初

年
度
の
み
で
そ
の
後
の
計
画
が
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
か
。

【
部
長
】
21
年
度
ま
で
の
状
況
を
総
括

し
て
、
事
業
評
価
も
行
い
検
討
し
て
い

き
た
い
。
Ｊ
Ａ
と
も
相
談
し
て
い
る
が
、

ア
ス
パ
ラ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
振
興
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
医
療
費
・
福
祉
問
題
に
つ
い
て

【
質
問
】
飯
山
市
に
お
い
て
現
在
行
わ
れ

て
い
る
各
種
検
診
、
特
定
検
診
、
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
状
況
と
成
果
は
。

【
部
長
】
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
状
況
は
20

年
度
３
６
３
人
、
今
年
度
は
11
月
末
現

在
２
０
７
人
で
、
６
名
か
ら
が
ん
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

◇
石
田
市
政
４
年
目
の
評
価
に
つ
い
て

【
質
問
】
飯
山
市
の
人
口
増
対
策
の
移

住・定
住
策
に
、個
人
住
宅
の
建
設
補
助
、

ア
パ
ー
ト
建
設
に
対
す
る
補
助
、
空
き

家
活
用
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
行
っ
て

き
た
が
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
ま
れ
て

い
る
の
か
。

【
部
長
】
平
成
18
年
度
か
ら
個
人
住
宅

で
は
35
件
、
ア
パ
ー
ト
建
設
で
は
12
棟

80
戸
、
２
８
０
名
の
定
住
者
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

 

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対
と

 

コ
メ
再
生
産
保
障
実
現
の
世
論
を

高橋正治議員

◇
広
域
消
防
に
つ
い
て

【
質
問
】
東
北
信
一
本
化
す
る
か
、
東
信

と
北
信
の
二
本
部
制
と
す
る
か
枠
組
み

を
固
め
る
と
聞
く
が
、
雪
国
で
大
雨
の

洪
水
地
域
で
も
あ
り
、
過
疎
地
域
の
岳

北
一
市
三
村
で
あ
る
。
何
よ
り
も
生
活

習
慣
が
違
う
中
、
職
員
の
体
制
が
危
惧

す
る
と
こ
ろ
。
市
長
の
考
え
は
。

【
市
長
】
岳
北
の
長
と
し
て
毎
回
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
提

言
し
て
お
り
、
東
北
信
一
帯
に
対
し
て
か

な
り
の
温
度
差
が
あ
る
。
今
後
も
岳
北

地
方
の
た
め
に
取
り
組
む
。

◇
岳
北
広
域
に
つ
い
て

【
質
問
】
北
信
広
域
よ
り
も
ま
ず
岳
北

広
域
で
足
並
み
を
揃
え
、
観
光
行
政
に

し
て
も
戦
略
を
し
っ
か
り
打
ち
立
て
る
べ

き
。
新
幹
線
も
目
的
地
ま
で
の
総
て
が

観
光
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
足
腰
の
強

い
し
っ
か
り
し
た
岳
北
広
域
に
す
る
必

要
が
大
事
と
思
う
が
。

【
市
長
】
岳
北
一
帯
は
今
後
も
一
体
化
の

中
で
取
組
ん
で
い
く
。
新
幹
線
に
対
し

て
の
観
光
産
業
が
今
後
大
事
に
な
る
。

◇
選
挙
に
つ
い
て

【
質
問
】
過
日
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の

期
日
前
投
票
は
過
去
最
高
の
投
票
率
で

あ
っ
た
と
き
く
。
松
本
市
で
は
駅
の
自

由
通
路
に
臨
時
の
投
票
所
を
開
設
し
、

盛
況
だ
っ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
飯

山
市
で
も
研
究
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
、

若
い
層
が
政
治
、
行
政
に
興
味
の
湧
く

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
。

【
選
管
委
員
長
】
期
日
前
投
票
は
制
度

の
浸
透
等
に
よ
り
投
票
者
数
が
伸
び
て

い
る
。
会
場
は
市
役
所
の
４
階
に
設
置

し
、
増
設
は
現
状
で
は
難
し
い
。
若
い

有
権
者
向
け
に
は
成
人
式
で
啓
発
活
動

を
行
い
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。

  

広
域
行
政
に
つ
い
て
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【
質
問
】
平
成
18
年
７
月
19
日
豪
雨
で

西
大
滝
ダ
ム
を
流
下
し
た
洪
水
流
量
は
、

ど
れ
位
だ
っ
た
の
か
。

【
答
弁
】東
京
電
力
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

毎
秒
７
５
２
８
㎥
。

【
質
問
】
西
大
滝
ダ
ム
の
設
計
洪
水
位

及
び
設
計
洪
水
流
量
は
ど
れ
位
か
。

【
答
弁
】
設
計
洪
水
流
量
＝
毎
秒

５
５
６
５
㎥
、
設
計
洪
水
位
＝
標
高

２
９
５
．
３
ｍ
。

【
質
問
】
設
計
洪
水
流
量
と
の
差
１
９
６

３
ｔ
の
水
は
ど
こ
か
ら
流
れ
た
の
か
。

【
答
弁
】
東
電
か
ら
は
、
ダ
ム
に
到
着
し

た
流
量
が
ゲ
ー
ト
か
ら
安
全
に
流
下
し
た

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

【
質
問
】
固
定
堰
と
導
水
壁
残
骸
に
囲

ま
れ
た
中
は
堆
砂
で
満
杯
状
態
。
地
域

の
治
水
を
考
え
る
に
は
西
大
滝
ダ
ム
の

水
利
権
を
止
め
、
湯
滝
の
浚
渫
と
ダ
ム

地
点
の
浚
渫
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
弁
】
水
系
一
貫
で
の
取
り
組
み
や
、

上
下
流
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
対
策
が
重

要
。
信
濃
川
水
系
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
具
体
的
な
整
備
計
画
を
国
が
作
成

中
。
ま
だ
案
の
公
表
は
無
い
。

【
質
問
】
市
内
の
度
重
な
る
洪
水
被
害

住
民
の
意
見
と
し
て
次
の
３
点
を
県
知

 

西
大
滝
ダ
ム
の

　
　
　
問
題
点
に
つ
い
て

大野峰太郎議員

事
に
伝
え
ら
れ
た
い
。
①
西
大
滝
ダ
ム

地
点
の
河
床
・
川
幅
の
復
元
と
現
行
河

川
法
に
適
合
す
る
堰
柱
間
隔
40
ｍ
の
堰

堤
に
改
修
す
る
こ
と
。
②
固
定
堰
と
放

置
さ
れ
て
い
る
導
水
壁
を
撤
去
し
、
堆

積
土
砂
を
排
除
す
る
こ
と
。
③
計
画
高

水
流
量
９
０
０
０
ｔ
に
対
応
で
き
る
設

計
洪
水
流
量
を
確
保
し
、
上
流
地
域
に

増
水
の
影
響
が
無
い
こ
と
を
確
認
す
る

ま
で
は
水
利
権
更
新
を
認
め
な
い
こ
と
。

【
答
弁
】
市
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
時

は
、
議
員
の
意
見
も
ふ
ま
え
な
が
ら
今

の
西
大
滝
ダ
ム
の
状
況
に
つ
い
て
そ
の
ま

ま
伝
え
る
つ
も
り
で
い
る
、
ご
理
解
を
。 西大滝ダム放流時の堆砂状況

 
平
成
22
年
度

 
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

小林喜美治議員

◇
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

【
質
問
】
今
議
会
に
22
年
度
の
予
算
編

成
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
国
・
地

方
の
状
況
、
飯
山
市
を
取
り
巻
く
状
況

等
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
、
予
算
編
成

に
臨
む
の
か
。
歳
出
に
お
い
て
経
常
経

費
も
含
め
た
総
枠
配
分
方
式
の
実
施
な

ど
、
歳
出
に
耐
え
う
る
予
算
編
成
と
あ

る
が
、ど
の
く
ら
い
の
縮
減
に
な
る
の
か
。

【
市
長
】
就
任
以
来
３
年
間
、
市
民
協

同
の
中
で
行
っ
て
き
た
。
借
金
の
返
済
も

進
み
公
債
費
比
率
も
21
年
度
に
は
17
％

へ
の
見
込
み
と
な
っ
た
。
22
年
度
は
新

幹
線
・
学
校
の
問
題
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

財
政
が
不
足
す
る
場
合
に
は
基
金
の
取

り
崩
し
も
行
い
、
し
っ
か
り
し
た
事
業

展
開
を
図
り
、
市
政
発
展
に
寄
与
で
き

る
も
の
に
し
た
い
。
市
民
、
議
会
の
意
見

を
大
事
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
部
長
】
予
算
編
成
は
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。
総
枠
配

分
に
つ
い
て
は
前
年
比
99
・
１
％
で
予

算
編
成
を
進
め
た
い
。

◇
駅
周
辺
地
域
の
開
発
計
画
に
つ
い
て

【
質
問
】
秋
津
地
区
の
土
地
利
用
計
画

に
つ
い
て
、
平
成
６
年
の
第
１
次
国
土

利
用
計
画
飯
山
市
計
画
に
お
い
て
国
道

１
１
７
号
静
間
バ
イ
パ
ス
は
、
市
街
地

ゾ
ー
ン
の
公
益
性
・
商
業
区
域
に
指
定

さ
れ
、
開
発
が
集
中
的
に
行
わ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
急
速
な
都
市
化
に
伴

う
弊
害
も
顕
著
に
。
５
年
後
の
新
幹
線

駅
の
開
業
を
考
え
る
と
一
層
の
土
地
利

用
の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
状
況
の
対
応
策
は
。

【
副
市
長
】
第
２
次
国
土
利
用
計
画
を

も
と
に
進
め
る
が
、
秋
津
地
区
は
新
幹

線
開
業
に
伴
う
開
発
が
予
想
さ
れ
る
。

計
画
的
開
発
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
、

都
市
計
画
区
域
の
編
入
も
含
め
現
在
検

討
し
て
い
る
。

秋津地区計画的開発ゾーン

期日前投票所の様子


